
 

 

 ＜令和７年度＞ とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

施設名 墨田区横川さくら保育園 

施設所在地 墨田区横川 5-9-1 

法人名 社会福祉法人希望福祉会 

 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

＜テーマの設定理由＞ 

 

 

２．活動スケジュール 

 

 

３．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

・活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

・活動中の子供の姿・声、子供同士や保育士との関わり 等を記載ください。 

 

 

 

 

再生栽培 

（にんじん・かぶ・だいこん） 

給食でよく食べている「にんじん・かぶ・だいこん」。普段は、切り落としてしまう葉や

葉元の部分がどのように成長していくのかを観察するため。 

 

２歳児１８名。 

１０月２０日→にんじん・かぶ・だいこんの葉元を観察し、水につけた 

１０月２１日から１１月末まで→葉の部分が伸びる観察 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【活動の様子】 

給食でよく食べている『にんじん・かぶ・だいこん』の切り落としてしまう葉元の部分が

どのように成長していくのかを観察するため、導入として再生栽培を始める前に『にんじ

ん・かぶ・だいこん』の写真を用意し、野菜クイズを行いながら再生についての興味関心を

高めた。写真で見た後、実際の葉の部分を見せ、水につけて置くとどうなるのか観察し

た。 

 

【活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり】 

『にんじん・かぶ・だいこん』の写真を用意し、子どもたちに野菜の写真を見せ「何

の野菜かわかるかな？」などクイズのようにして聞いていった。葉の部分は普段見る機

会が少ないため、葉の部分のみでは「わからない」と言っている子が多かった。実際の

野菜を用意し、葉元の部分を水につけておくと葉の部分が伸びる話をしてみた。子どもた

ちは不思議そうな表情はしていたものの、やってみたいという気持ちになり、その気持ち

を盛り上げながら再生栽培へとつなげていった。『にんじん・だいこん・かぶ』の葉元の

部分をお水につけ、子どもたちに「どうなるのかなぁ・・」と声をかけると、「わから

ない」「花が咲くかな」「葉っぱが大きくなるかな」などと想像を楽しみながら言葉に出

していた。保育士が、「水につけてみて、どうなるのか観察してみよう」と話しをする

と興味をもって楽しみにする様子を見せていた。 

その後、水を含ませたキッチンペーパーの上に葉元の部分をのせ、「おおきくなーれ」

と、子どもたちから声をかけたり、成長を楽しみにしたりする様子が見られた。また、

他の活動をしている時にも、子どもたちから「にんじん、どうなったか見る！」など、

野菜の変化を楽しみにしている様子があった。 

 

【 環境設定・素材・道具】 

野菜（にんじん・かぶ・だいこん）の葉元・図鑑・虫眼鏡・トレイ 

キッチンペーパー・スプレーボトル 

 

 

 

 

【 実際の野菜と写真を見比べる】  【 再生栽培について、話をする】  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 再生栽培についての説明中】  

【 使用した野菜を写真と見比べていた 】  

【 野菜の頭部分を水につけているところ】  

１０月２０日（月） 

１０月２８日（火） 

１１月１３日（月） 

【 にんじん・かぶ・だいこんの成長観察】  



 

 

 

４．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 

 

 

・給食で食べる機会が多い野菜であっても、葉元部分は見る機会が少ないため、今回の

活動の中で、葉元部分を再生させる事で、野菜本来の姿を知る事ができたと感じた。 

・葉元部分を水につけ、葉が伸びる体験や経験を実際にした事で、今まで以上に野菜に

興味を持つことができていた。また、登降園時に親子で葉元の観察をする姿が多く、親

子共通の話題となり、さらに興味や関心へと繋がることができたように感じる。 

・葉元の成長の様子に関して、子どもから「にんじん見たい」「葉っぱ伸びてきた」と

発見を喜んだり、友だちと感動を共有したりする姿が見られた。また、「なにかにおい

がする」と匂いを嗅いでみる姿も見られていた。夏野菜の栽培で経験したことが、子ど

もの学びとなり、観察する姿に現れていると感じた。 

・水の量が少なくなってくると、子どもたちから「水がたりないんじゃない」と気付く

姿が見られた。栽培に必要な環境にも気付けるようになったと感じた。 


